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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

世界経済を取り巻く環境は、英国のＥＵ離脱問題、中国経済の減速、地政学リスクの高まり等から、ますます不

透明感を増しつつあります。米国経済は斯かる不安定な環境下景気減速懸念を払拭できなかったものの、緩やかな

成長軌道を維持することになりました。

　為替市場では日米の金融政策動向等を巡り100円台前半まで円高が進行し、日本経済も円高の影響や個人消費の停

滞から低成長の域にとどまることになりました。

　当電子部品業界におきましては、情報通信の分野では、スマートフォン、タブレット端末などが中国市場での飽

和感による需要拡大の鈍化や、大手メーカーの生産調整等の影響を受け低調に推移しました。一方、自動車関連分

野は海外を中心に堅調に推移しました。また、ウェアラブル、メディカル、ヘルスケアなどの新市場も緩やかな拡

大基調をたどりました。

　不安定な環境要因が増えつつある中、当社は積極的な新製品の投入と価格競争力の向上、営業力の強化などに努

めましたが、円高の進行もあり当第２四半期連結累計期間の連結売上高は317億８百万円(前年同期比19.3％減)、営

業利益は７億４千７百万円(前年同期比71.0％減)となりました。経常損失は、円高による為替差損20億２千１百万

円を計上し、８億５千３百万円(前年同期は経常利益28億７千９百万円)、親会社株主に帰属する四半期純損失は10

億７千９百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益20億７千７百万円)となりました。

セグメントの業績は次のとおりです。

　(ＣＳ事業部)

　コネクタは、主力の通信市場において、スマートフォン用が北米得意先の減産や中華圏得意先の競争激化により、

低調な結果となりました。車載市場では自動車の電子化の高まりを追い風に、安全走行関連コネクタとして、リア

ビューカメラ用を中心に順調に拡大しました。新規市場開拓の成果として昨年度新規コネクタが採用されたヘルス

ケア関連市場は引き続き好調で、前年を大きく上回る結果となりました。

　一方、環境市場においては市況の変化により太陽光モジュール用コネクタが前年を割り込む結果となりました。

　この結果、当事業の売上高は114億６千１百万円(前年同期比18.8％減)、営業利益は７億６千２百万円(前年同期

比41.0％減)となりました。

　(ＦＣ事業部)

　主力のリモコンは、国内サニタリー・医療機器向けで堅調に売上を伸ばしましたが、米国の衛星放送セットトッ

プボックス向けで得意先新製品の立上げ遅れによる数量減の影響を受け前年を下回る結果となりました。

　ユニットは、今後成長が期待される車載向けカメラモジュールは順調に新規受注を獲得し拡大基調にありますが、

米国の住宅設備向けユニットで得意先の生産減の影響を受け、前年を割り込む結果となりました。

　一方、スイッチは、スマホ市場向けで小型スイッチの新規受注により前年を大きく上回りました。

　この結果、当事業の売上高は143億２千６百万円(前年同期比19.5％減)、営業損失は５千９百万円(前年同期は営

業利益２億６千７百万円)となりました。

　(ＴＰ事業部)

　主力の自動車向けカーナビゲーション及びセンターコンソール用タッチパネルは、北米及び韓国・台湾系の一部

得意先の生産調整の影響により、前年を下回る結果となりましたが、中国市場向けは増加となりました。自動車向

け以外の産機機器および医療機器市場向けタッチパネルは、新規受注獲得により対前年比増となりました。

　この結果、当事業の売上高は58億３千４百万円(前年同期比20.7％減)、営業利益は２億４千９百万円(前年同期比

76.2％減)となりました。
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(2) 財政状態に関する説明

流動資産は、前連結会計年度末に比べて3.7％減少し、369億４千８百万円となりました。これは、現金及び預金

が３億２千５百万円増加し、商品及び製品が３億２千９百万円、その他流動資産が14億６千６百万円それぞれ減少

したことなどによります。固定資産は、前連結会計年度末に比べて3.2％減少し、283億６百万円となりました。こ

れは、有形固定資産が５億２千９百万円減少したことなどによります。

　この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて3.5％減少し、652億５千５百万円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて12.0％増加し、298億７千３百万円となりました。これは、支払手形及び

買掛金が10億１千４百万円、短期借入金が53億４千９百万円それぞれ増加し、未払金が27億４千４百万円減少した

ことなどによります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて12.4％減少し、67億５百万円となりました。これは、

長期借入金が５億４千８百万円減少したことなどによります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて6.6％増加し、365億７千９百万円となりました。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ13.9％減少し、286億７千６百万円となりました。これは、利益剰余金が

33億円、為替換算調整勘定が12億６千３百万円それぞれ減少したことなどによります。

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期連結累計期間の実績及び今後の業績動向を考慮した結果、平成28年７月26日に公表いたしました平成

29年３月期通期連結業績予想を本資料において修正いたしました。なお、当該予想数値に関する事項は、本日(平成

28年10月25日)公表の「第２四半期業績予想と実績値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照

ください。なお、業績予想の前提となる第３四半期以降の為替レートは、１米ドル100円を想定しております。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　(会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する

実務上の取扱い」(実務対応報告第32号 平成28年６月17日)を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１

日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

(4) 追加情報

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日)を第１四半

期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,778 11,104

受取手形及び売掛金 16,509 16,546

商品及び製品 3,326 2,996

仕掛品 991 792

原材料及び貯蔵品 2,869 3,082

その他 3,939 2,473

貸倒引当金 △47 △46

流動資産合計 38,368 36,948

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,312 6,903

土地 7,426 7,377

その他（純額） 8,173 8,101

有形固定資産合計 22,912 22,382

無形固定資産

のれん 380 348

その他 2,151 1,995

無形固定資産合計 2,532 2,343

投資その他の資産

その他 3,854 3,641

貸倒引当金 △60 △60

投資その他の資産合計 3,793 3,580

固定資産合計 29,237 28,306

資産合計 67,606 65,255
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,808 5,822

短期借入金 12,287 17,637

未払金 6,245 3,500

未払法人税等 489 437

賞与引当金 966 713

役員賞与引当金 75 ―

その他 1,793 1,761

流動負債合計 26,666 29,873

固定負債

長期借入金 5,258 4,709

役員退職慰労引当金 188 199

退職給付に係る負債 49 45

その他 2,154 1,750

固定負債合計 7,651 6,705

負債合計 34,318 36,579

純資産の部

株主資本

資本金 7,996 7,996

資本剰余金 12,309 12,057

利益剰余金 18,149 14,848

自己株式 △4,353 △3,991

株主資本合計 34,102 30,910

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 176 123

為替換算調整勘定 △1,506 △2,770

退職給付に係る調整累計額 223 168

その他の包括利益累計額合計 △1,106 △2,477

新株予約権 25 ―

非支配株主持分 266 243

純資産合計 33,287 28,676

負債純資産合計 67,606 65,255
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 39,315 31,708

売上原価 31,585 26,036

売上総利益 7,729 5,671

販売費及び一般管理費 5,157 4,924

営業利益 2,572 747

営業外収益

受取利息 20 14

受取配当金 34 30

不動産賃貸料 633 624

その他 134 196

営業外収益合計 823 866

営業外費用

支払利息 53 67

不動産賃貸原価 283 297

為替差損 95 2,021

その他 84 79

営業外費用合計 516 2,466

経常利益又は経常損失（△） 2,879 △853

特別利益

固定資産売却益 112 40

投資有価証券売却益 107 31

新株予約権戻入益 0 20

その他 26 1

特別利益合計 246 94

特別損失

固定資産除却損 182 136

関係会社整理損 191 ―

その他 6 1

特別損失合計 380 137

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

2,745 △895

法人税、住民税及び事業税 628 274

法人税等調整額 64 △67

法人税等合計 692 206

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,053 △1,102

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △23 △22

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会
社株主に帰属する四半期純損失（△）

2,077 △1,079
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,053 △1,102

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △197 △53

為替換算調整勘定 △188 △1,263

退職給付に係る調整額 △63 △54

その他の包括利益合計 △448 △1,371

四半期包括利益 1,604 △2,473

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,628 △2,451

非支配株主に係る四半期包括利益 △23 △22
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整
前四半期純損失（△）

2,745 △895

減価償却費 1,847 2,136

のれん償却額 32 52

賞与引当金の増減額（△は減少） △116 △246

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 19 11

退職給付に係る資産負債の増減額（△は減
少）

△307 △69

受取利息及び受取配当金 △55 △45

支払利息 53 67

固定資産除却損 182 136

関係会社整理損 191 ―

売上債権の増減額（△は増加） △2,248 △2,106

たな卸資産の増減額（△は増加） △891 △314

仕入債務の増減額（△は減少） 1,364 3,321

未収入金の増減額（△は増加） 9 880

未払金の増減額（△は減少） 110 △2,399

その他 74 60

小計 3,012 588

利息及び配当金の受取額 47 46

利息の支払額 △49 △62

法人税等の支払額 △559 △328

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,451 243

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △48 △44

定期預金の払戻による収入 120 40

有形固定資産の取得による支出 △1,744 △2,480

有形固定資産の売却による収入 145 159

無形固定資産の取得による支出 △1,467 △134

投資有価証券の取得による支出 ― △25

投資有価証券の売却による収入 123 50

貸付けによる支出 △65 △25

貸付金の回収による収入 27 24

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,908 △2,434

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,100 5,395

長期借入れによる収入 600 800

長期借入金の返済による支出 △1,392 △1,394

自己株式の取得による支出 △998 △1,575

自己株式の売却による収入 25 24

非支配株主からの払込みによる収入 352 ―

配当金の支払額 △645 △559

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,041 2,690

現金及び現金同等物に係る換算差額 △79 △164

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,505 335

現金及び現金同等物の期首残高 9,999 10,668

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,505 11,003
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法156条の規定に基づき、平成28年２月25日

開催の取締役会決議及び平成28年６月22日開催の取締役会決議により、自己株式を取得しました。当該自己株式の

取得などにより、当第２四半期連結累計期間において自己株式が1,576百万円増加しました。

また、平成28年６月22日開催の取締役会決議により、平成28年６月30日付で、自己株式を消却しました。この結

果、当第２四半期連結累計期間において資本剰余金が251百万円、利益剰余金が1,660百万円、自己株式が1,911百万

円それぞれ減少しました。

　これら自己株式の取得及び消却等により、当第２四半期連結会計期間末において資本剰余金が12,057百万円、利

益剰余金が14,848百万円、自己株式が3,991百万円となっております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

四半期連結
損益計算書
計上額ＣＳ事業部 ＦＣ事業部 ＴＰ事業部 計

　売上高

　外部顧客への売上高 14,118 17,787 7,356 39,261 54 39,315

　セグメント間の内部売上
　高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 14,118 17,787 7,356 39,261 54 39,315

セグメント利益又は損失(△)
(営業利益)

1,292 267 1,045 2,604 △32 2,572

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他部品事業、リース事業、不動産

賃貸事業、ファクタリング事業及び労働者派遣事業を含んでおります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

四半期連結
損益計算書
計上額ＣＳ事業部 ＦＣ事業部 ＴＰ事業部 計

　売上高

　外部顧客への売上高 11,461 14,326 5,834 31,621 87 31,708

　セグメント間の内部売上
　高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 11,461 14,326 5,834 31,621 87 31,708

セグメント利益又は損失(△)
(営業利益)

762 △59 249 952 △205 747

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他部品事業、リース事業、不動産

賃貸事業、ファクタリング事業及び労働者派遣事業を含んでおります。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更しており

ます。

　当該変更による当第２四半期連結累計期間のセグメント利益又は損失(△)に与える影響は軽微であります。
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４．補足情報

　受注及び販売の状況(市場別)

①受注実績

（単位：百万円、％）

市場別

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

増減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

通信部品 8,475 20.8 5,497 16.7 △ 2,978 △ 35.1

情報事務機部品 2,409 5.9 1,955 6.0 △ 454 △ 18.9

家電部品 8,647 21.3 6,041 18.4 △ 2,605 △ 30.1

電装部品 10,740 26.4 9,477 28.9 △ 1,263 △ 11.8

映像・音響部品 9,430 23.2 7,485 22.8 △ 1,944 △ 20.6

その他部品 985 2.4 2,376 7.2 1,390 141.1

合計 40,689 100.0 32,834 100.0 △ 7,855 △ 19.3

市場別

(参考)前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

金額 構成比

通信部品 13,700 17.7

情報事務機部品 4,720 6.1

家電部品 16,935 21.9

電装部品 21,456 27.8

映像・音響部品 18,250 23.6

その他部品 2,236 2.9

合計 77,298 100.0

②販売実績

（単位：百万円、％）

市場別

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

増減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

通信部品 8,047 20.5 5,092 16.1 △ 2,954 △ 36.7

情報事務機部品 2,302 5.9 1,836 5.8 △ 465 △ 20.2

家電部品 8,274 21.0 6,306 19.9 △ 1,967 △ 23.8

電装部品 10,496 26.7 9,236 29.1 △ 1,260 △ 12.0

映像・音響部品 9,087 23.1 7,406 23.3 △ 1,681 △ 18.5

その他部品 1,107 2.8 1,829 5.8 721 65.2

合計 39,315 100.0 31,708 100.0 △ 7,607 △ 19.3

　

市場別

(参考)前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

金額 構成比

通信部品 14,662 19.0

情報事務機部品 4,783 6.2

家電部品 16,034 20.8

電装部品 21,178 27.4

映像・音響部品 18,446 23.9

その他部品 2,100 2.7

合計 77,206 100.0
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